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研究所だより

　今月は、事務所の引越しを行いました。
引越しといっても、距離にすれば１mほど、
フロア内での移動です。このフロアには、
労協連、労協センター事業団、社会連帯
機構、高齢協連合会の事務所が置かれて
いますが、協同総研があった場所には、
労協連の労協新聞が移り、私たちはさら
にその奥の個室の部屋に移りました。
　普段から、法人の枠を超えてフロア内
で連携をとっていますが、そうした連携
の一つとして「共に働くプロジェクト」
があります。これは、労協連の方針にも
あるように、労協センター事業団本部で
も、「誰もが働く職場づくり」を目指し、
勉強会の実施と職場体験として受け入れ
を行うというものです。今年の６月には、
生活困窮者自立支援法に基づく認定就労
訓練事業所として認定され、現在、２名
の方の中間的就労の場となっています。

協同総研入口

事務所のようす 蔵書のデータ入力

ほぼ同時に、ワーカーズコープが運営す
るサポステからの受け入れも始まりまし
た。そもそも、対人関係に不安がある方
が多いため、事務補助のプログラムは非
常にニーズがあるようです。各法人、各
部署が事務作業の切りだしを行い、受け
入れを模索・実施しています。
　今回の引越しでも、そうして受け入れ
た方々の力が多く活かされました。協同
総研では、蔵書のデータ入力作業を依頼
しました。通し番号と書籍のタイトル、
出版社、出版年を入力してもらいました。
　これにより、整理しながら引越し作業
ができました。その他にも、『協同の發見』
誌の発送作業や会計ソフトへの伝票の入
力事務も行ってもらっています。
　今後は当事者から学び、共に働く職場
づくりを、学習と実践の両方から考えて
いきたいと思います。
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